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　組換え酵素を利用した下痢性貝毒検出法（PP2A活性阻害法）は、①高純度の組換え酵素を
用いているため、測定精度と感度が非常に高く、すぐれた再現性があり、②高額機器や高度な
技術を必要とせずに下痢性貝毒を定量することが可能です。また、③簡便な操作で１時間以内
に結果が判定できるという３つの点で優れており、輸入あるいは水揚げされる貝類の出荷の適
否を即座に判定できるので、食品衛生や漁業関係者にとっては朗報となっております。現在、
公定法とされているLC-MS法との相関も高いことが示されており、下痢性貝毒のスクリーニン
グ法として有効であると考えられることから、今後、国内外で本キットが普及することが期待
できます。
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研究の目的

研究の成果と水産業等への貢献の期待

　貝毒や魚毒を含めた海産自然毒による水産食品における食中毒や海洋環境汚染は世界の多
くの国や地域にみられ、これら有毒物質の検出法の開発、毒性機序の解明は、我々の日常生
活の中での食の安心・安全を確保するために重要な研究テーマとなっています。国内では、
ほとんどの魚介毒の検出・定量にマウス毒性試験が用いられているのに対し、欧米では、動
物愛護に加えて、高特異性、高感度、迅速化を目指した代替法が検討され、実用性の実証が
進められています。下痢性貝毒は、渦鞭毛藻類に属する単細胞藻類が生産する毒で、二枚貝
に蓄積してヒトに下痢症を起こす成分です。本研究では、組換え酵素（PP2A）を利用して下
痢性貝毒の原因物質であるオカダ酸（OA）を定量する簡易測定キットの開発を行いました。

― 組換え酵素を用いた下痢性貝毒簡易測定キットの開発 ―
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図 1　PP2A アッセイの測定原理 図 2　PP2A 阻害法とLC-MS 法との相関


